
令和５年 ３月１１日（土） 

 写真は、様々な制限下での、1年間の活動の一部です。授業風景や卒業研究発表会、地域貢献活動（最上

川船下りも含めて）や学校周辺の環境整備、スポーツ大会や学校祭での模擬店の様子などです。 

〒９９６－００９１ 

 学校法人最上広域コア学園 

  新庄コアカレッジ 
 

 ＴｅL ０２３３－２９－２１２１ 

 Ｆａｘ ０２３３－２８－１００１ 

 Ｅ-ｍａｉｌ scc_office＠core.ac.jp 

卒業生の皆さんへ 

 卒業生のみなさんご卒業おめでとうございます。心よ

りお祝い申し上げます。 

さて、卒業にあたり、これから社会という荒波を漕ぎ

出そうとしているみなさんに考えてほしいことがありま

す。この異常とも言える３年間の出来事は、私たちに何

をもたらしたかということです。この３年間をきちんと

振り返り総括することは、今後の生き方を考える上でと

ても大事なことだと思います。 

今後も、新たな感染症が、われわれの生活の脅威にな

る可能性を否定できません。現在、鳥インフルエンザの

人への感染が話題に上っています。あくまで感染した場

合ですが、その致死率が５０％という高い数値は、人類

にとっては、とても怖い話です。どのような状況下で

も、私たちは、よりよい選択をして、生きていかなけれ

ばならないことは言うまでもありません。 

脅威から回避するということはとても重要なことで

す。反面、制限を強化することで経済が回らない（生活

できない）ということも事実です。そのバランスに悩ま

された３年間だったのではないでしょうか。 

私はマスク着用による影響がどのように表れるか心配

です。特に、学校生活で培われるべきコミュニケーショ

ン能力育成の大事な時期に、気持ちの伝達表現の一つで 

 

ある顔の表情を遮断した日々が3年間も続いたのです。                  

その子供たちの将来がどうなるのは注意深く見守ってい

く必要があると思っています。影響が表れる時期が、すぐ

なのかしばらくしてからなのか、また、どういう形で出る

のかも分かりませんが、これからの対人関係に少なからず

影響してくると考えています。これからの将来を、背負っ

て皆さんが、その渦中で生きていくことになります。 

原因があって結果があります。別の言い方をすれば、

原因があり、その対処の仕方によって、様々な結果が生ま

れるということです。対処したことがどうだったのか総括

することは、その後より良い方向性を導いていくのだと信

じています。誰かの敷いたレールを歩くのではなく、自分

の考えで判断し行動できる人間になってほしいのです。 

 

最後に、私がいつも話していることです。生きている

限り一生、勉強です。それができるのが人間です。充実し

た人生を歩むためにも、日々向上することを忘れず、努力

することです。前向きな人にだけ将来は開かれています。

ここで学んだこと、そして知り合えた仲間や先生方を忘れ

ずに、新しい職場で元気に活躍してくれること心より祈っ

ています。           

                校長  矢口 亨     


